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５月２５日（日）、標記大会が開催されました。三井楽
中学校としてはバドミントン競技のみの出場（１２名）で
した。団体戦は福江中学校と対戦し、１－２で惜敗。負け
た試合ももう少しで勝利できそうな展開で、１年前とは大
きく成長を感じた試合でした。個人戦では、シングルスで
準優勝。準決勝では１セット目を先取される苦しい展開で
したが、２セット目から再度集中しなおし、接戦をものに
して勝利しました。決勝では苦しい展開の中でしたが、最
後まで諦めず戦っていました。バドミントン部が再興し４
年目。やっと手に入れた県大会出場です。学校にとっても
大変嬉しいニュースとなりました。県大会での健闘を祈念
するとともに、下級生も高みを目指して頑張ってほしいと
思います。
拠点校部活動の一員として参加したバスケットボール競

技（１名）、軟式野球競技（１名）も優勝し、県大会出場と
なりました。バレーボール部は、優勝旗を返還してきまし
た。今後、３年生が地域クラブチームと合同で６月１４日
（土）に開催されるクラブチームの大会へ出場し、県大会
出場を目指します。
皆様の応援に感謝いたしますとともに、今後ともご理解・

ご支援をお願いいたします。

芋の苗植え（5／13）
本校で毎年行われているサツマイモ育て。本年度

もJAごとう三井楽支所の皆様のご協力の下、苗を植
えました。前の週には、肥料を撒いて下準備をしま
した。苗を植える前には畝づくり。上級生ほど手際
が良く、早くきれいな畝をつくっていました。苗はJ
Aからの寄贈で、丁寧に一株ずつ植えていきました。
約半年後には大きなサツマイモとなってたくさん収
穫されることを楽しみにしていますが、これから除草や水やりなど子どもたちでしていく作
業があります。毎年途中で挫折することが多いのですが、今年こそ自分たちでやり遂げてほ
しいものです。秋が待ち遠しく感じます。

嵯峨島中との交流授業（5／1６）
嵯峨島中学校の生徒と交流授業を行いま

した。嵯峨島中は現在2年生2名の在籍。音
楽や保健体育の授業など、集団で行う授業
を実施し、交流を深めました。本校生徒も
普段どおり（？）落ち着いて、そして主体
的に授業に臨んでいました。
五島市は少子高齢化がこれからも進んでいくことでしょう。ある統計では、10年後の小中

学生の人口は現在の3分の2程度になると言われています。嵯峨島中はこのままいくと、２年
後には休校になる予定です。歴史ある学校が徐々に休校や統廃合によってなくなっていくこ
とは、大変寂しく感じます。このような機会を大切にし、嵯峨島中の生徒も三井楽中の生徒
も互いに思い出となるよう、最後まで交流を続けていきたいと思います。

～ 志をもち 郷土を誇りに思い 郷土の誇りとなる ～
「自己有用感(人、社会の役に立つ)」「自己肯定感（やればできる）」の高揚


